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Ｔ
Ｐ
Ｐ
��
に
お
け
る
酪
農
お
よ
び
畜
産
業
分
野
で
の
懸
念
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
十
一
か
国
に
よ
る
首
席
交
渉
官
会
合
が
東
京
都
内
で
二
日

間
の
討
議
を
終
え
閉
幕
し
、
離
脱
し
た
米
国
抜
き
で
の
新
協
定
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
��
」
（
「
本
協
定
」
と
い
う
。
）
の
署
名
式
を
三
月

八
日
に
チ
リ
の
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
開
く
こ
と
で
合
意
し
た
。
署
名
後
、
本
協
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
国
で
国
内
手
続
き
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
発
効
に
必
要
な
の
は
六
か
国
（
参
加
国
の
約
五
十
％
）
の
国
内
手
続
き
で
、
本
協
定
は
六
か
国
の
国
内

手
続
き
が
完
了
す
れ
ば
六
十
日
後
に
発
効
す
る
。

政
府
は
、
三
月
八
日
の
署
名
後
、
こ
の
国
会
で
本
協
定
承
認
案
と
関
連
法
案
を
提
出
す
る
方
針
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る

が
、
農
産
物
の
関
税
削
減
・
撤
廃
は
、
米
国
の
参
加
と
い
う
前
提
条
件
が
崩
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
開
放
水
準
が
米
国

不
在
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
こ
と
で
深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
て
い
る
。

米
国
か
ら
の
輸
入
分
も
含
め
て
七
万
ト
ン
（
生
乳
換
算
）
と
設
定
さ
れ
た
乳
製
品
の
低
関
税
輸
入
枠
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
酪
農
大
国
か
ら
の
輸
入
で
占
め
ら
れ
る
上
に
、
そ
れ
と
は
別
に
米
国
と
の
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自

由
貿
易
協
定
）
で
も
同
様
の
輸
入
枠
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
実
質
的
に
大
幅
な
輸
入
枠
拡
大
と
な
り
、
国
内
の
酪
農
へ
の
大
き

な
打
撃
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。

一



牛
肉
や
豚
肉
で
輸
入
量
急
増
時
の
歯
止
め
と
な
る
は
ず
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸
入
制
限
措
置
）
も
、
現
在
の
発
動
基
準

は
輸
入
量
の
約
四
割
を
占
め
る
米
国
か
ら
の
輸
入
実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
米
国
抜
き
で
は
基
準
が
高
す
ぎ
て
歯

止
め
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
。
本
来
は
十
一
か
国
で
交
渉
を
や
り
直
す
べ
き
だ
が
、
交
渉
の
早
期
決
着
を
優
先
す
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
重
大
な
問
題
点
を
十
分
議
論
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
��
の
酪
農
お
よ
び
畜
産
業
分
野
で
の
懸
念
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

三
月
八
日
に
本
協
定
へ
の
署
名
を
行
っ
た
後
、
政
府
は
こ
の
国
会
に
本
協
定
承
認
案
と
関
連
法
案
を
提
出
す
る
方
針
で
あ

る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

二

政
府
の
影
響
試
算
で
は
、
農
畜
産
物
の
生
産
減
少
は
約
千
百
億
円
と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
最
新
の
影
響
試
算
結
果
で
は

ど
の
程
度
で
あ
る
の
か
。
ま
た
北
海
道
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
生
産
減
少
は
ど
の
程
度
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
政

府
の
見
解
如
何
。

三

農
林
水
産
省
が
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
示
し
た
「
農
林
水
産
物
の
生
産
額
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
関
税
削
減

等
の
影
響
で
価
格
低
下
に
よ
る
生
産
額
の
減
少
が
生
じ
る
も
の
の
、
体
質
強
化
対
策
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
・
品
質
向

上
や
経
営
安
定
対
策
な
ど
の
国
内
対
策
に
よ
り
、
引
き
続
き
生
産
や
農
家
所
得
が
確
保
さ
れ
、
国
内
生
産
量
が
維
持
さ
れ
る

二



も
の
と
見
込
む
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
生
産
額
の
減
少
が
生
じ
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
「
国
内
生
産
量
が
維
持
」
さ
れ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
て
、
あ
る
地
域
、
例
え
ば
北
海
道
で
は
「
生
産
額
の
減
少
が
生
じ
る
も
の
の
」
、
他
の
地
域
で
「
国
内
対

策
」
に
よ
り
「
引
き
続
き
生
産
や
農
家
所
得
が
確
保
さ
れ
、
国
内
生
産
量
が
維
持
さ
れ
る
も
の
と
見
込
む
」
と
い
う
よ
う

に
、
あ
る
地
域
で
生
産
量
の
減
少
が
生
じ
て
も
、
日
本
全
国
で
い
う
国
内
生
産
量
は
維
持
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

政
府
の
見
解
如
何
。

五

本
協
定
で
は
、
米
国
か
ら
の
輸
入
分
も
含
め
て
七
万
ト
ン
（
生
乳
換
算
）
と
設
定
さ
れ
た
乳
製
品
の
低
関
税
輸
入
枠
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
酪
農
大
国
か
ら
の
輸
入
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
で
き
、
高
品
質
で
安

価
な
乳
製
品
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
た
め
、
北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
わ
が
国
の
乳
製
品
の
生
産
現
場
が
壊
滅
的
な
影
響
を

受
け
る
こ
と
は
、
多
く
の
わ
が
国
の
酪
農
家
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
酪
農
家
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
説
明
を
行
い
、
さ
ら
に
は
、
ど
の
よ
う
な
国
内
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

六

本
協
定
が
発
効
す
れ
ば
、
従
来
、
米
国
か
ら
の
輸
入
分
も
含
め
て
七
万
ト
ン
（
生
乳
換
算
）
と
設
定
さ
れ
た
乳
製
品
の
低

関
税
輸
入
枠
が
米
国
を
除
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
酪
農
大
国
か
ら
の
輸
入
で
占
め
ら
れ
る
。

三



こ
の
結
果
、
本
協
定
と
は
別
に
米
国
か
ら
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
で
も
同
様
の
輸
入
枠
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
わ
が
国
の
酪
農
家
は
深
刻
な
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
本
協
定
と
は
別
に
米
国
か
ら

二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
で
も
同
様
の
輸
入
枠
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
ま
た
そ
の
場
合
の
国
内
対

策
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

七

本
協
定
に
お
け
る
牛
肉
や
豚
肉
で
輸
入
量
急
増
時
の
歯
止
め
と
な
る
は
ず
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸
入
制
限
措
置
）

は
、
現
在
の
発
動
基
準
は
輸
入
量
の
約
四
割
を
占
め
る
米
国
か
ら
の
輸
入
実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
米
国
抜
き

で
は
発
動
基
準
が
高
す
ぎ
て
歯
止
め
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
わ
が
国
の
畜
産
農
家
は
深
刻
な

懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
本
来
、
本
協
定
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
基
準
は
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
本
協
定
の
発
効

後
、
か
か
る
国
内
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

八

本
来
、
本
協
定
は
、
十
一
か
国
で
交
渉
を
や
り
直
す
べ
き
だ
が
、
交
渉
の
早
期
決
着
を
優
先
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
よ
う

な
重
大
な
問
題
点
を
十
分
議
論
し
て
い
な
い
。
政
府
は
、
こ
の
国
会
で
本
協
定
承
認
案
と
関
連
法
案
を
提
出
す
る
方
針
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
酪
農
家
、
畜
産
農
家
の
声
を
聞
き
、
徹
底
し
た
国
会
審
議
を
行
い
、
拙
速
な
承
認
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四



右
質
問
す
る
。

五


